
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
の
運
営
手
法
の

新
た
な
第
一
歩
が
７
月
４
日
の
会
員

総
会
で
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
会
員
名
簿
を
毎
年
一
回
定

期
的
に
作
成
し
、
刊
行
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
会
員
名
簿
は
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
を
通
し
て
会
員
が
随
時
利
用
で
き

る
も
体
制
に
変
更
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
但
し
希
望
者
に
対
し
て
は
紙

媒
体
に
て
希
望
者
の
実
費
負
担
に
な

り
ま
す
が
、
配
布
す
る
救
済
処
置
も

設
け
て
い
ま
す
。

所
謂
、
世
の
中
の
流
れ
の
潮
流
で

も
あ
り
ま
す
「
Ｉ
Ｔ
化
」
の
一
環
で

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
個

人
情
報
保
護
法
の
施
行
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
の
取
得
と
運
営
に
伴
い
、

今
ま
で
新
規
会
員
の
獲
得
に
際
し
て

安
定
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
「
企

業
幹
事
」
の
活
動
が
大
幅
に
制
限
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
増
え
続
け
る
会
員
数
に
順

じ
て
加
算
さ
れ
る
名
簿
作
成
費
用
が

会
の
運
営
上
の
財
務
面
か
ら
の
コ
ス

ト
プ
ッ
シ
ュ
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

収
入
面
か
ら
は
、
宣
伝
媒
体
と
し
て

は
、
評
価
が
低
い
に
も
係
ら
ず
、
立

教
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
の
協
力
に
す
が
り

続
け
る
の
も
限
界
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
制
約

と
財
務
面
か
ら
の
限
界
か
ら
名
簿
を

年
一
回
定
期
的
に
刊
行
す
る
こ
と
を

廃
止
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
観
光
ク
ラ
ブ
の

目
的
で
あ
り
ま
す
「
立
教
大
学
校
友

の
相
互
の
親
睦
を
図
る
」
に
は
何
の

障
害
も
発
生
し
な
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
、
大
き
な
進
路
変
更
の
舵
を
切

り
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
と
効
率
化
と

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向
け
て
発
進
し
た

節
目
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
始
め
た
観
光

ク
ラ
ブ
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
会
員
総
会
の

告
知
と
申
込
に
は
、
思
い
も
よ
ら
ず

相
当
数
の
方
か
ら
の
反
応
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
現
象
は
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け

て
格
納
庫
か
ら
滑
走
路
に
動
き
出
し

た
観
光
ク
ラ
ブ
号
が
無
事
に
離
陸
で

き
る
体
勢
が
整
っ
て
い
る
と
の
認
識

観光事業にたづさわる立教大学校友相互の親睦をはかり、わが国の観光事業発展のためいささかなりとも寄与したい。
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を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
変
更
は
観
光
ク
ラ

ブ
運
営
の
骨
子
の
根
本
的
な
変
化
を

生
ず
る
も
の
と
は
思
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
Ｉ
Ｔ
化
の
目
的
は
効
率
化
と
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
中
心
と
し
た
「
事
務

改
革
」
の
領
域
を
出
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
会
の
主
役
で

あ
り
主
体
は
血
も
涙
も
あ
る
生
身
の

立
教
大
学
の
校
友
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
会
員
の

皆
様
が
満
足
し
、
会
の
運
営
に
期
待

を
寄
せ
入
会
者
を
誘
っ
て
頂
け
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
会
に
す
る
こ
と
が
、

我
々
運
営
委
員
に
課
さ
れ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

Ｉ
Ｔ
化
は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
優

れ
た
ツ
ー
ル
と
成
り
う
る
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
会
か
ら
の
一
方

通
行
の
情
報
の
流
れ
だ
け
で
は
な
く
、

双
方
向
の
情
報
の
交
信
と
時
空
を
超

え
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
伝
達
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
く

ら
機
能
の
整
備
が
整
っ
て
も
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
終
了
し
た
の
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
情
報
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
が
な
け
れ
ば
、
車
が
走
ら
な
い
無

人
の
高
速
道
路
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

運
営
委
員
か
ら
の
情
報
の
発
進
は
も

と
よ
り
、
日
本
の
隅
々
か
ら
海
外
に

在
住
の
会
員
の
皆
様
か
ら
も
、
様
々

な
話
題
提
供
を
頂
け
れ
ば
、
観
光
ク

ラ
ブ
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
、
末
代

に
渡
っ
て
持
続
的
に
発
展
が
可
能
な

組
織
と
し
て
生
き
残
れ
る
生
命
力
溢

れ
る
組
織
と
し
て
確
立
さ
せ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

「
Ｉ
Ｔ
化
の
実
施
と
観
光
ク
ラ
ブ
運
営
の
課
題
」

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
会
長
　
伊
藤
　
守

二
〇
〇
七
年
度

ド
ア
プ
ラ
イ
ズ
協
賛
企
業

ご
協
力
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

創立45年記念総会での冒頭挨拶をする伊藤会長

エ
ア
タ
ヒ
チ
ヌ
イ
、ス
タ
ー
ウ
ッ
ド
ホ
テ

ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
フ
レ
ン
チ
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
、ホ

テ
ル
小
田
急
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト

東
京
、
1
万
平
ホ
テ
ル
、金
谷
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
、ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
東
京
、陽

日
の
郷
あ
ず
ま
館
、リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
東
京
、富
士
屋
ホ
テ
ル
1
、
1
中
沢
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
、平
成
開
発
1
、ア
ー
ト
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

蓼
科
、
1
ラ
・
ベ
ル
オ
ー
ラ
ム
、カ
メ
リ
ア
ヒ

ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
、ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
、ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
、パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
東

京
、
1
楼
蘭
、ホ
テ
ル
・
グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
メ
リ
デ
ィ
ア
ン
、観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
、

1
阪
急
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
、京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王

子
、国
際
観
光
1
、戸
田
家
、
1
福
一
、鹿
教

湯
温
泉
斎
藤
ホ
テ
ル
、パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
、

帝
国
ホ
テ
ル
、名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア

ホ
テ
ル
、
1
加
賀
屋
、
1
江
ノ
島
マ
リ
ン
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
1
ア
ク
セ
ス
国
際
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
）、
1
ア
ー
ト
コ
ー

ヒ
ー
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
丸
の
内
、
1

は
と
バ
ス
、鴻
池
製
作
所
、登
別
温
泉
観
光
ホ

テ
ル
滝
乃
家
、服
部
栄
養
専
門
学
校
、ヴ
ァ
ー

ジ
ン
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
航
空
、
3
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
社
、後
藤
彰
久
、
2
ニ
イ
ミ
洋
食
器

店
、ニ
ッ
コ
ー
1
、
1
玉
子
屋
、
1
毎
日
コ
ム
ネ

ッ
ト
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
1
、水
野
水
産
、ジ
ョ

ン・レ
ノ
ン・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
1
東
京
ド
ー
ム
、

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
1
、ユ
ニ
マ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ

ン
1
、キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
1
、東
京
食
料
セ
ン
タ

ー
1
、
1
ノ
リ
タ
ケ
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
、立
教

大
学
、
1
キ
ノ
エ
ネ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

1
ア
イ
ボ
ー
ト
、
1
日
本
旅
行
、
1
花
弘
、
2

シ
タ
ァ
ー
ル
、
1
テ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、キ

ッ
コ
ー
マ
ン
1
、Ｋ
Ｎ
Ｔ
立
教
会
、喫
茶「
ネ
ギ

シ
」、
1
富
士
喜
、
2
エ
ス・エ
フ・ス
ピ
リ
ッ
ツ
、

日
本
リ
ラ
ッ
ク
1
、菅
原
工
芸
硝
子
1〈
飲
料

協
賛
企
業
〉ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
1
、サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
1
、メ
ル
シ
ャ
ン
1
、キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、エ
ス・

エ
フ・ス
ピ
リ
ッ
ツ

二
〇
〇
七
年
度

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
特
集
号

（
七
月
四
日
、
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
）
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K

し
た
地
域
が
ど
う
変
わ
る
の
か
が

重
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

双
方
向
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ユ
ビ
キ
タ
ス
技
術
に
よ
っ
て
そ
れ

が
実
現
で
き
ま
す
。

＊
日
本
的
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
＊

私
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
は
、

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
と
い
う
よ
う
な
日
本
的
な
も
の
、

あ
る
い
は
ア
ジ
ア
の
エ
イ
ジ
ア

ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
日
本
固
有
の
身
の
こ
な
し

に
つ
い
て
、
そ
れ
が
一
体
何
な
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
、
観
光
事
業

の
、
ホ
テ
ル
の
施
設
計
画
な
ど
に

応
用
で
き
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

ま
ず
、
私
は
文
化
的
な
背
景
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

の
行
動
、
生
活
に
は
「
日
本
な
ら
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＊
軌
道
修
正
の
難
し
さ
＊

プ
ロ
ダ
ク
ト
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
考
え
方
に
よ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る

商
品
、
企
業
、
産
業
、
国
家
に
は

寿
命
が
あ
り
ま
す
。
経
営
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
、
衰

退
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
変
化
に
気
づ
い
て
方
向
を

変
え
る
の
は
大
変
難
し
い
こ
と
の

よ
う
で
す
。

観
光
産
業
に
お
い
て
、
環
境
変

化
へ
の
適
合
と
競
争
力
の
維
持
の

た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
重
要
な
キ
ー

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
観
光
産

業
の
成
長
の
両
輪
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な

捉
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は

「
新
機
軸
」、「
革
新
」
の
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
制
度
、
施
設
・

設
備
、
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

「
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と

を
や
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

が
競
争
力
の
源
泉
な
の
で
す
。

も
う
一
方
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

と
は
、「
よ
そ
者
」
に
対
す
る
思
い

や
り
を
示
し
ま
す
。
観
光
者
（
訪

問
者
＝
「
よ
そ
者
」）
に
対
す
る
思

い
や
り
が
、
形
と
し
て
、
制
度
と

し
て
、
施
設
・
設
備
、
人
的
サ
ー

ビ
ス
に
現
れ
る
。
そ
れ
が
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
で
す
。
そ
れ
が
観
光
者

の
満
足
の
決
め
手
と
な
る
の
で
す
。

＊
ユ
ビ
キ
タ
ス
技
術
で
観
光
が
変

わ
る
＊

現
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

Ｉ
Ｔ
革
命
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
私
は
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
概
念
に
注
目

し
、
ト
ロ
ン
を
開
発
し
た
東
京
大

学
の
坂
村
先
生
の
チ
ー
ム
と
、
各

所
で
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
と
い
う
言
葉
は
ラ

テ
ン
語
で
、「
神
様
は
い
ず
こ
に
も

お
わ
し
ま
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

今
は
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
持
っ
て
い
っ
て
ど
こ
で
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
人
が
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

超
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
環

境
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
無
数
に

埋
め
込
ん
で
、
環
境
側
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
入
り
込
ん
で
く
る
仕

組
み
を
い
う
の
で
す
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
将
来
、
観
光

客
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
小
型

の
カ
ー
ナ
ビ
を
携
帯
す
る
イ
メ
ー

ジ
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
環

境
に
入
っ
た
だ
け
で
、
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
か
ら
、「
今
あ
な
た
に
と
っ
て
必

要
な
」
観
光
地
の
情
報
が
端
末
に

表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
上
野
の
実
験
で
は
、

パ
ン
ダ
舎
の
前
で
ユ
ビ
キ
タ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
ハ
ン

デ
ィ
タ
イ
プ
の
端
末
を
か
ざ
す
と
、

上
野
動
物
園
の
園
長
さ
ん
が
画
面

に
出
て
き
て
解
説
し
て
く
れ
、
パ

ン
ダ
が
子
供
の
も
の
頃
は
こ
う
だ

と
か
、
泣
き
声
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
か
教
え
て
く
れ
、
こ
れ
を
六

ヶ
国
語
で
提
供
し
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
す
と
、
観
光
地
に
行

く
と
き
に
、
事
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
読
む
必
要
は
な
く
な
る
の
で

す
。H

ere
and
N
ow

の
情
報
が
現

地
の
環
境
か
ら
提
供
さ
れ
る
の
で

す
。
ま
た
、
提
案
機
能
も
つ
い
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
大
雨
で
困
っ

た
と
き
に
は
、
雨
の
日
は
こ
ん
な

時
間
の
過
ご
し
方
が
あ
る
と
提
案

し
て
く
れ
る
の
で
す
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
観
光
ガ
イ
ド
に
よ

っ
て
、
観
光
の
本
質
で
あ
る
異
文

化
交
流
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
観
光
の
議
論
は
、

観
光
客
が
何
を
求
め
て
い
て
、
観

光
客
が
あ
る
地
域
を
訪
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
観
光
地
が
ど
う
変
わ
る

か
と
い
う
文
脈
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
観
光
の
本
質
で
あ
る
、

異
文
化
交
流
で
は
、
ホ
ス
ト
は
ゲ

ス
ト
を
迎
え
て
、
ゲ
ス
ト
の
ま
な

ざ
し
を
意
識
し
な
が
ら
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
磨
く
努
力
を

し
ま
す
。
そ
し
て
、
訪
問
者
の
側

で
も
、
自
分
自
身
や
自
分
が
出
発

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�「

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
教
授

立
教
大
学
名
誉
教
授

岡
本
伸
之
氏

三
ペ
ー
ジ
目
へ
続
く↓

＊岡本伸之氏プロフィール＊

1964年、立教大学社会学部社会学科卒業、70

年、ミシガン州立大学経営大学院修士課程修

了（ＭＢＡ）。立教大学社会学部助手を経て74

年に助教授、81年に教授となり、98年には観

光学部初代学部長に就任。07年に定年退職し

て名誉教授。４月より現職。

総
会
・
講
演
会
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こ
う
」
と
か
「
ア
メ
リ
カ
な
ら
こ

う
」
と
い
っ
た
規
範
的
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
背
後

に
は
、
宗
教
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

そ
の
地
域
の
生
活
を
支
え
る
産
業

も
あ
り
ま
す
。
産
業
の
一
番
の
基

礎
は
農
業
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

農
業
の
中
か
ら
は
ぐ
く
ま
れ
た
人

間
の
生
き
方
、
身
の
こ
な
し
が
あ

る
は
ず
な
の
で
す
。
そ
う
し
て
考

え
る
と
、
や
は
り
欧
米
と
日
本
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
異
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
、
水
田
稲
作
を
し
て

き
た
お
か
げ
で
自
然
が
残
り
ま
し

た
。
自
然
と
の
共
生
が
先
進
国
の

中
で
も
っ
と
も
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
観
光
事
業
の

中
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
日
本
は
、
数
寄
屋
造

り
、
茶
室
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
侘

び
寂
び
の
世
界
、
自
然
と
共
生
す

る
世
界
を
大
切
に
す
る
純
和
風
旅

館
を
誇
り
に
す
べ
き
だ
と
思
う
の

で
す
。
ア
マ
ン
リ
ゾ
ー
ト
（
ア
ジ

ア
を
中
心
に
十
八
箇
所
く
ら
い
展

開
し
て
い
る
、
一
泊
十
万
円
以
上

の
人
気
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
）
の
オ

ー
ナ
ー
は
、
二
〇
〇
八
年
に
日
本

進
出
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
日
本
の
旅
館
な
の

だ
そ
う
で
す
。
す
で
に
金
閣
寺
の

そ
ば
に
二
万
坪
の
土
地
を
手
に
入

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
、

世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト
企
業
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
は
、「
隣
人
愛
」
で
あ

っ
て
、
対
象
は
人
間
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
神
道
、
仏
教

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
と
、

対
象
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す

べ
て
で
あ
っ
て
、
山
も
草
も
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
自
然

と
の
共
生
を
育
む
の
で
し
ょ
う
。

仏
教
は
、
日
本
に
導
入
さ
れ
た

と
き
か
ら
平
等
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
と
い
う
国
は
、
皆
、

平
等
で
「
社
会
主
義
み
た
い
だ
」

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
の
場
面
で
も
排
他
性
を
感
じ
さ

せ
ま
せ
ん
。

茶
道
の
世
界
で
一
期
一
会
と
い

う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。「
最
初
で

最
後
の
出
会
い
か
も
し
れ
な
い
が

一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
い
う
発
想
で
す
。
そ
し

て
、
茶
室
の
入
り
口
は
に
じ
り
口

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
刀
は
そ
こ

で
置
い
て
入
り
、
狭
い
茶
室
に
入

れ
ば
み
な
平
等
で
、
商
売
の
話
な

ど
は
し
ま
せ
ん
。
平
等
主
義
の
志

向
が
強
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て

い
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

西
洋
の
ホ
テ
ル
と
日
本
の
旅
館

の
違
い
を
整
理
し
ま
す
と
、
西
洋

の
ホ
テ
ル
は
、
王
侯
貴
族
の
文
化

を
商
品
化
し
た
も
の
で
す
が
、
日

本
の
旅
館
は
、
自
然
と
の
共
生
の

日
本
文
化
を
商
品
化
し
た
も
の
な

の
で
す
。
つ
ま
り
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
根
底
に

は
、
自
然
と
の
共
生
や
、
平
等
主

義
と
い
う
考
え
が
あ
る
の
で
す
。

＊
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
具
現
化
＊

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
具
現
化
す

る
方
法
に
は
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
制
度
作

り
や
施
設
作
り
な
ど
様
々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
施
設
・
設

備
に
お
い
て
は
、
和
魂
洋
才
の
考

え
方
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

人
的
サ
ー
ビ
ス
で
切
り
札
と
な

る
基
本
原
理
は
〝
一
期
一
会
〞
で

す
が
、
日
本
の
人
件
費
は
世
界
最

高
レ
ベ
ル
で
す
。
ま
ず
は
施
設
・

設
備
に
演
技
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
が
ホ
テ
ル
経

営
の
最
高
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
し
ょ
う
。

最
高
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
数
を
そ
ろ
え
る

の
は
、
誰
で
も
や
る
こ
と
で
す
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
大
切
に
し
て
、

形
あ
る
も
の
で
サ
ー
ビ
ス
の
ク
オ

リ
テ
ィ
を
表
現
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。

今
秋
に
開
業
す
る
ペ
ニ
ン
シ
ュ

ラ
東
京
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で

「
ア
ジ
ア
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を

表
す
の
か
、
大
変
期
待
し
て
い
ま

す
。ご

清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

記
録
・
編
集
　
丹
治
朋
子

3
↓

二
頁
か
ら
の
続
き

│
関
連
図
書
紹
介
│

坂
村
健
編
﹇
二
〇
〇
七
﹈『
ユ

ビ
キ
タ
ス
で
つ
く
る
情
報
社
会

基
盤
』
東
京
大
学
出
版
会

え～お客様には笑顔で、先輩にはもっ
と笑顔で！ニッ！！！

こんなにたくさん入れて大丈夫な
の？　いける！いける！

さっ、時間！時間！

5分前、姿勢を伸ばして！　ハイ！準
備OKです！！

いいですかっ！名札はお客様から見て判
りやすいように並べて…！

これおいしいんだよね。この袋の人
ラッキー！

重いんだけど　きっと喜んでくれる
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どれもいっぱいはいってますなあ 今年は海外旅行が当たるんだって！

なんだかとても整然として私語ひとつあり

ません

さぁ　次は何が当たるの！！

紳士は静に粛々と返信葉書に懐かしい文字が

美味しそう！！！　ハイ　私が取り分けて

差し上げましょう
毎回出てるけど、今回もええでぇ！！

久し振りです！　皆さんお変わりな

く・・・！！！

さあさ　み・な・さ・ん！！！　いよい

よ！！

うん　こりゃ　なかなかだわい

みなさん！！　この人です！！　ラッキー

ボーイ！

おなじみ、日テレの豊田順子アナの名司会。

土曜午後6時は日テレ見てね！元ミス立教

これもひとえに皆様のおかげでありまして

ぇ！！！

誰と行くって？　そんな野暮なシツモンは

さておき！
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蝶ネクタイが素敵な伯父様！

いろんな人に会えるから毎回楽しみです！ハーモニックな夜ですね

その分厚いとこ、シェフ！　お願い！！

なんだか楽しくって、そっくり返っちゃい

ました！！

和んでいますよ、ワタシたち

カメラに撮っておこう！

背筋がびしっと伸びてます

挨拶もすっきりでいいね！

今年はゆっくりできたねえ

おかげさまで充実したパーティーを楽しん

でます

これで決まりです♪これ・・・が　最高っ

す！！

イケエ～　立教健児！！！！！ GO GO

GO！

ワインも美味しい、会話もお上手、笑顔も

素敵！！
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１．

創
立
四
五
周
年
記
念
総
会

（
講
演
会
・
懇
親
会
）
開
催

二
〇
〇
六
年
七
月
十
二
日
　
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
　
出
席
者

（
会
費
支
払
者
数
）

二
一
二
名

２．

運
営
委
員
会
の
開
催

第
一
回
定
例
運
営
委
員
会
　
二
〇

〇
六
年
九
月
十
一
日
　
㈱
毎
日
コ

ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
二
三

名▽
会
長
本
年
度
運
営
方
針

▽
総
会
総
括
（
会
計
報
告
、
反
省
、

次
回
へ
の
提
言
等
）

▽
運
営
体
制
、
役
割
分
担

▽
広
告
（
名
簿
・
ニ
ュ
ー
ス
）
進

捗
状
況

▽
ニ
ュ
ー
ス
九
四
号
編
集
内
容

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
状
況

第
二
回
定
例
運
営
委
員
会
　
二
〇

〇
六
年
十
一
月
十
三
日
　
㈱
毎
日

コ
ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
二

一
名

▽
取
組
課
題
と
年
間
計
画

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
機
能
強
化
に
向

け
て
の
集
中
審
議
（
現
状
の
問
題

点
の
抽
出
）

▽
ニ
ュ
ー
ス
発
行
計
画
・
編
集
方

針▽
分
科
会
活
動
計
画

第
三
回
定
例
運
営
委
員
会
　
二
〇

〇
七
年
一
月
二
二
日
　
第
一
ホ
テ

ル
東
京
シ
ー
フ
ォ
ー
ト
　
出
席
二

四
名

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
機
能
強
化
に
向

け
て
の
集
中
審
議
（
取
組
課
題
と

方
向
性
）

▽
広
告
（
名
簿
・
ニ
ュ
ー
ス
）
進

捗
状
況

▽
次
年
度
総
会
会
場
決
定
、
講
演

会
内
容
協
議

▽
ニ
ュ
ー
ス
九
五
号
編
集
内
容

▽
分
科
会
活
動
状
況

▽
会
議
後
、
運
営
委
員
新
年
会
開

催
。
奨
学
生
　
梁
惠
淨
（
ヤ
ン
ヘ

ジ
ョ
ン
）
氏
参
加
。

第
四
回
定
例
運
営
委
員
会
　
二
〇

〇
七
年
三
月
十
九
日
　
㈱
毎
日
コ

ム
ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
一
六

名▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
機
能
強
化
に
向

け
て
の
集
中
審
議
（
具
体
的
解
決

策
）

▽
広
告
（
名
簿
・
ニ
ュ
ー
ス
）
進

捗
状
況
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
企
画

▽
二
〇
〇
七
年
度
総
会
運
営
企
画

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
推
薦

▽
分
科
会
活
動
状
況

▽
ニ
ュ
ー
ス
九
六
号
編
集
内
容

▽
分
科
会
活
動
状
況

全
国
理
事
会
　
二
〇
〇
七
年
五
月

二
一
日
　
㈱
毎
日
コ
ム
ネ
ッ
ト

会
議
室
　
出
席
二
七
名

▽
役
員
改
選

▽
観
光
ク
ラ
ブ
賞
候
補
者
決
定

▽
会
計
報
告

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
機
能
強
化
に
向

け
て
の
集
中
審
議
（
具
体
的
運
用

計
画
）

総
会
直
前
運
営
委
員
会
　
二
〇
〇

七
年
六
月
十
八
日
　
㈱
毎
日
コ
ム

ネ
ッ
ト
　
会
議
室
　
出
席
二
三
名

▽
二
〇
〇
七
年
度
総
会
細
目
に
関

す
る
打
ち
合
わ
せ

▽
名
簿
広
告
状
況

▽
立
教
大
学
総
長
室
　
新
地
次
長

(

校
友
課
長)

を
招
き
、
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
卒
業
時
の
入
会
促
進
策

等
意
見
交
換
。

３．

地
方
支
部
活
動
報
告

①
　
中
部
連
合
支
部

▽
懇
親
会
　
二
〇
〇
六
年
十
月
二

十
七
日
　
コ
ン
セ
プ
ト
ダ
イ
ニ
ン

グ
「
エ
ピ
グ
ラ
ン
」（
名
古
屋
）

参
加
二
六
名

②
　
近
畿
連
合
支
部

▽
合
同
新
年
会
開
催
　
校
友
会
大

阪
支
部
、
京
都
立
教
会
、
関
西
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
、
神
戸
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
ス
ク
ラ
ブ

二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
日
　
リ
ッ

ツ
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
大
阪
　
参

加
一
二
〇
名

▽
懇
親
旅
行
　
二
〇
〇
七
年
五
月

一
九
日
　
加
賀
観
光
ホ
テ
ル
（
片

山
津
温
泉
）

参
加
二
五
名

４．

観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行

▽
第
94
号
　
二
〇
〇
六
年
十
一
月

一
日

▽
第
95
号
　
二
〇
〇
七
年
二
月
五

日▽
第
96
号
　
二
〇
〇
七
年
六
月
一

日５．

奨
学
生

▽
二
〇
〇
七
年
度
立
教
観
光
ク
ラ

ブ
奨
学
金
　
奨
学
生
採
用
者

邊
善

（
ビ
ョ
ン
ソ
ン
ヨ
ン
）

氏
　
観
光
学
部
観
光
学
科
三
年

韓
国
出
身

６．

分
科
会

①
　
料
理
飲
料
部
会

二
〇
〇
六
年
十
一
月
八
日
　
セ
ン

ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
　
出
席
五
二
名

講
演：

松
蔭
大
学
　
ホ
テ
ル
・
レ

ス
ト
ラ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
師

和
田
烈
氏
（
昭
39
卒
）

「
日
本
酒
に
注
目
　
利
き
酒
師
（
シ

ュ
ム
リ
エ
）
和
田
か
ら
の
提
言
」

二
〇
〇
七
年
三
月
十
四
日
　
新
橋

亭
　
出
席
四
五
名

講
演：

立
教
大
学
大
学
院
教
授

王
利
彰
氏
（
昭
44
卒
）

「
キ
ッ
チ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
米
国
の
最

新
食
情
報
」

②
　
旅
行
宿
泊
部
会

二
〇
〇
六
年
二
月
二
十
五
日
〜
二

十
六
日
　
旅
館
す
ぎ
も
と
（
美
ヶ

原
温
泉
）

参
加
一
四
名

講
演：

旅
館
す
ぎ
も
と
館
主
　
花

岡
貞
夫
氏
（
昭
52
卒
）

７．

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
ク
ラ
ブ
と
会
員
の
双
方
向
情
報

受
発
信
の
中
核
と
位
置
づ
け
、
一

層
の
便
宜
性
向
上
と
機
能
強
化
に

向
け
て
今
後
の
当
ク
ラ
ブ
運
営
の

重
要
課
題
と
と
ら
え
て
運
営
委
員

会
に
お
い
て
も
集
中
審
議
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
随
時
担
当
委
員
に

よ
る
内
容
充
実
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

▽
新
た
な
機
能
と
し
て
総
会
出
欠

返
信
機
能
の
新
規
設
定
、
ク
ラ
ブ

ニ
ュ
ー
ス
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
常

時
閲
覧
開
始
準
備
等

８．

本
年
度
観
光
ク
ラ
ブ
賞
　
受

賞
者
紹
介

斎
藤
兵
治

氏：

昭
和
三
七
年
卒

鹿
教
湯
温
泉
　
斎
藤
ホ
テ
ル
　
取

締
役
相
談
役

岡
本
伸
之
氏：

昭
和
三
九
年
卒

立
教
大
学
名
誉
教
授
、
帝
京
大
学

経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
教
授

以
上

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
二
〇
〇
六
年
度

会
務
報
告

第
一
章
　
総
則
　
第
三
条
（
活
動
）

本
ク
ラ
ブ
は
前
条
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
活
動
を
行

う
。

a

毎
年
一
回
定
期
的
に
会
員
名

簿
を
作
成
し
、
刊
行
す
る
こ
と
。

s

会
員
の
従
事
す
る
事
業
の
紹

介
及
び
情
報
の
交
換
を
図
る
た
め
、

機
関
誌
「
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ

ー
ス
」
を
発
行
す
る
こ
と
。

d

そ
の
他
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
本
ク
ラ
ブ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
平
成
十
五
年
七
月
十
日
　
改
正
施

行
）

a

会
員
名
簿
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
通

じ
て
会
員
が
随
時
利
用
で
き
る

も
の
と
す
る
。
但
し
希
望
者
に
対

し
て
は
紙
媒
体
に
て
希
望
者
の
実

費
負
担
に
よ
る
配
布
す
る
も
の
と

す
る
。

以
上

総
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
規
約

一
部
改
訂
内
容

│
現
行
│

│
改
定
案
│
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り
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、

提
案
し
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
す
る
と
い
う
活
動
を

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

s

岡
本
伸
之
氏

昭
和
三
九
年
社
卒

立
教
大
学
名
誉
教
授
、
帝
京

大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学

科
教
授

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ホ
テ
ル
経
営

に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
人
的
資
源
管
理
、
観
光
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
を
主
な

ご
研
究
分
野
と
さ
れ
、
永
年

に
わ
た
り
、
我
が
国
の
観
光

推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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■
開
催
要
項

日
　
時：

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十

四
日
（
水
）

一
八
時
（
受
付
開
始
）

一
八
時
三
〇
〜
一
九
時
三
〇
分

講
演
・
講
師：

未
定
（
※
）

講
演
テ
ー
マ：

未
定

懇
親
会：

一
九
時
三
〇
分
〜

場
　
所：

㈱
ラ
・
ベ
ル
オ
ー
ラ
ム

（
宴
会
場
）

原
国
昭
様
（
昭
44

キ
）
御
提
供
。

会
　
費：

五
、
○
○
○
円

（
※

後
日
決
ま
り
次
第
、
Ｈ
Ｐ
に

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
）

料
飲
部
会
事
務
局
　
藥
師
丸
正
二

郎

本
年
度
観
光
ク
ラ
ブ
賞

a

齋
藤
兵
治
氏

昭
和
三
七
年
経
卒

鹿
教
湯
温
泉
　
齋
藤
ホ
テ
ル

取
締
役
相
談
役

由
緒
あ
る
同
ホ
テ
ル
の
経

営
を
通
じ
て
地
域
の
観
光
振

興
に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
信
州
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
」
理
事
長

を
務
め
ら
れ
、
信
州
を
拠
点

に
し
て
日
本
の
の
ま
ち
づ
く

7

立教観光クラブ2006年度
奨学金会計報告書

（2006年 4 月 1 日～2007年 3 月31日）
単位・円

収入の部
前年度繰越 767,165
入金 245,000

合計 1,012,165

支出の部
立教学院 300,000
次年度繰越 712,165

合計 1,012,165

以上の通り決算いたしました。
2007年6月18日 運営・財政担当副会長 勝俣　　伸 印
監査の結果正確であることを認めます。
2007年7月1日 監事 石坂　好一 印
2007年7月1日 監事 宮島　　章 印

立教観光クラブ2006年度会計報告書
（2006年 4 月 1 日～2007年 3 月31日）

単位・円
収入の部

前年度繰越 1,634,267
運営基金 1,423,000
名簿広告料 1,800,000
ニュース広告料 420,000
総会会費 2,600,000
総会寄付 240,000
ドアプライズ売上金 531,000
名簿頒布金 95,000
預金利息 1,509

合計 8,744,776

支出の部
総会費 1,983,712
名簿製作費 2,053,590
ニュース印刷・発送費 1,469,043
その他印刷費 0
通信費・郵送料 42,895
会合費 206,877
慶弔渉外費 84,415
事務用品費 4,485
ウェッブサイト管理料 109,200
振込手数料 28,165
次年度繰越 2,762,394

合計 8,744,776
以上の通り決算いたしました。
2007年6月18日 運営・財政担当副会長 勝俣　　伸 印

監査の結果正確であることを認めます。
2007年7月1日 監事 石坂　好一 印
2007年7月1日 監事 宮島　　章 印

料
飲
部
会
開
催
の
ご
案
内

ま
た
日
本
の
四
年
制
大
学
と

し
て
は
初
の
ケ
ー
ス
と
な
る

観
光
学
部
の
設
置
に
も
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

│

│

故
人
の
ご
功
績
を
偲
び
、
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

村
岸
　
秀
雄
氏

昭
二
七
経
済
卒
、

昭
和
六
一
年
度
観
光
ク
ラ

ブ
賞
受
賞

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

ご
逝
去

横
山
　
信
夫
氏

昭
二
二
経
済
卒
、

ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
Ｏ

Ｂ
、
第
四
代
立
教
観
光
ク

ラ
ブ
会
長
、
前
相
談
役
、

前
立
教
大
学
校
友
会
顧
問

昭
和
六
二
年
度
観
光
ク
ラ

ブ
賞
受
賞

平
成
一
八
年
七
月
十
三
日

ご
逝
去

観
光
ク
ラ
ブ
賞

受
賞
者
の
紹
介

会長を囲んで受賞者のお二人。左：岡本氏 右：斎藤氏
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K

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
に
灯
が
入
り
、
年
の
瀬
ら
し
い
雰
囲

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は

こ
の
ツ
リ
ー
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
今
年
が
最
後
、
来
年
か
ら
は
武
蔵

野
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
ち
ら
に

も
立
派
な
ツ
リ
ー
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
来
年
は
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
こ
と

を
懐
か
し
く
思
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

う
か
。

観
光
学
部
観
光
学
科
と
大
学
院
観
光

学
研
究
科
観
光
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
・
同
後
期
課
程
の
設
置
申
請
は
、
文

部
省
事
務
官
と
の
過
去
三
年
間
二
〇
数

回
に
お
よ
ぶ
折
衝
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で

運
び
込
む
ほ
ど
大
量
の
申
請
書
類
、
大

学
設
置
審
議
会
各
分
科
会
に
よ
る
面
接

審
査
（
試
験
）
と
実
地
審
査
、
教
員
の

資
格
審
査
等
を
経
て
、
い
よ
い
よ
十
二

月
半
ば
に
予
定
さ
れ
る
結
果
の
発
表
を

待
つ
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
の
読
者
の
皆
様
に
は
設
置
申
請
に

ま
つ
わ
る
苦
労
話
を
繰
り
返
し
お
聴
き

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
対
し
て
改
め

て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
学
部
・
新
研
究
科
へ
の
新
入
生
の

受
け
入
れ
は
、
万
が
一
認
可
さ
れ
な
い

場
合
は
既
存
の
観
光
学
科
で
受
け
入
れ

る
と
の
条
件
を
付
け
て
す
で
に
始
め
て

い
ま
す
。
こ
の
秋
に
は
外
国
人
留
学
生
、

帰
国
生
徒
、
社
会
人
、
自
由
選
抜
、
推

薦
、
関
係
高
校
等
か
な
り
の
数
の
学
生

を
合
格
さ
せ
ま
し
た
。
認
可
さ
れ
れ
ば
、

観
光
学
部
の
一
期
生
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
応
募
者
は
、
非
常
に
多
く
、

極
め
て
優
秀
な
学
生
を
確
保
で
き
ま
し

た
。
一
般
入
試
は
来
年
二
月
に
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
予
備
校
が
行
な
っ
て
い
る

模
擬
試
験
の
実
施
状
況
か
ら
判
断
し

て
、
観
光
学
部
は
多
数
の
受
験
生
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

こ
の
秋
の
入
試
で
は
、
多
数
の
外
国

人
留
学
生
が
受
験
し
ま
し
た
。
観
光
学

部
で
は
毎
年
二
〇
名
前
後
の
外
国
人
留

学
生
を
入
学
さ
せ
る
予
定
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
学
生
は
卒
業
後
母
国
の
観
光
振

興
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
二
〇
年
後
、
三
〇
年
後
に
は
、
世

界
各
地
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
の
各
地
で
、

立
教
大
学
観
光
学
部
の
卒
業
生
が
活
躍

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
観

光
市
場
は
今
後
急
成
長
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
立
教
観
光
ク
ラ
ブ

の
組
織
が
ア
ジ
ア
の
観
光
市
場
に
浸
透

す
る
わ
け
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
で
は
、

来
年
度
以
降
、
観
光
学
部
の
学
生
に
奨

学
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
一
〜
二
名
に
対
し
て
三
〇
万

円
を
支
給
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

一
口
五
〇
〇
〇
円
と
し
て
少
な
く
と
も

六
〇
名
の
会
員
か
ら
ご
厚
意
を
い
た
だ

く
わ
け
で
、
観
光
学
部
の
教
員
の
一
人

と
し
て
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
留

学
し
た
こ
と
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、

留
学
先
は
第
二
の
我
が
家
、
第
二
の
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
一
生
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
立
教
観
光
ク

ラ
ブ
の
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
る
学
生

は
、
一
生
折
に
触
れ
て
立
教
観
光
ク
ラ

ブ
の
ご
厚
意
を
思
い
起
す
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

観
光
学
部
と
観
光
学
研
究
科
が
認
可

さ
れ
れ
ば
、
立
教
大
学
と
し
て
は
三
九

年
ぶ
り
の
学
部
・
大
学
院
研
究
科
の
新

設
と
な
り
ま
す
。
大
学
は
一
〇
月
一
九

日
付
の
朝
日
の
朝
刊
で
一
面
全
体
を
使

っ
た
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
大
文
字

の
コ
ピ
ー
は
「
立
教
大
学
は
、
二
つ
の

新
学
部
を
つ
く
り
ま
す
」
で
し
た
が
、

原
案
は
「
こ
れ
か
ら
は
観
光
と
福
祉
の

時
代
だ
と
、
立
教
大
学
は
考
え
ま
す
」

で
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
観
光
学
部
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
が
で
き
る
こ
と
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次
回
は
【
日
本
の
旅
館
と

黎
明
期
の
ホ
テ
ル
】
第
三
回

目
を
掲
載
し
ま
す
。

に
よ
っ
て
、
立
教
大
学
の
変
革
に
は
ず

み
が
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本
の
大

学
も
よ
う
や
く
変
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
変
わ
る
こ
と
が
常

識
で
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
非
常
識
と

な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
母
校
の
発
展
の
た
め
に
ご
指
導
・
ご

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
　
観
光
学
科
教
授
・
観
光
学
部

学
部
長
予
定
者
・
岡
本
伸
之
）

梅
津
治
利
、
関
口
芳
生
、
大
槻
恒

弘
、
関
根
一
成
、
近
藤
環
、
武
富

一
男
、
小
口
潔
子
、
江
口
壽
行
、

藤
島
久
美
子
、
山
下
拓
治
、
黒
須

剛
、
勝
俣
伸
、
長
谷
川
順
一
郎
、

蘆
野
進
、
丹
治
朋
子
、
網
蔵
正
雄
、

香
取
信
三
、
安
久
津
光
恵
、
杉
田

由
紀
子
、
藤
家
省
吾
、
式
場
朝
夫
、

瀧
本
勝
一
、
佐
原
美
子
、
菅
原
勇

一
郎
、
宍
戸
学
、
原
国
昭
、
田
野

敏
明
、
藤
原
喜
巳
男
、
佐
藤
雄
二

朗
、
山
本
孝
美
、
倉
光
純
、
鈴
木

浩
、
岩
倉
圭
彦
、
大
塚
尚
夫
、
栗

原
盾
夫
、
深
井
英
治
、
鍔
一
郎
、

関
威
明
、
佐
藤
泰
春
、
丸
山
敬
、

福
田
朋
英
、
菊
地
司
、
秋
山
友
志
、

田
子
公
道
、
杉
澤
重
之
、
石
坂
好

一
、
石
坂
恵
子
、
犬
束
美
樹
、
藤

原
邦
彦
、
長
谷
川
悠
、
小
堀
真
吾
、

高
橋
正
美
、
塩
島
賢
次
、
筧
秀
夫
、

坂
根
正
敏
、
堀
貫
治
、
上
野
達
也
、

朱
憲
論
、
鈴
木
勤
、
落
合
健
次
、

横
内
恒
雄
、
大
邊
徹
、
安
藤
洋
介
、

中
台
修
二
、
川
崎
裕
、
山
口
登
、

海
津
ゆ
り
え
、
塩
見
恭
司
、
東
敬

寛
、
花
岡
貞
夫
、
勝
俣
伸
、
玉
井

和
博
、
須
賀
博
、
寺
島
匡
治
、
鵜

澤
武
、
五
十
嵐
政
人
、
藤
原
喜
巳

男
、
林
伸
吉
、
大
屋
武
士
、
江
口

壽
行
、
宮
島
章
、
千
葉
由
美
子
、

柳
澤
省
三
、
戸
上
雅
、
坪
倉
慶
彦
、

笹
本
謙
一
、
山
田
順
愛
、
京
村
奈

緒
美
、
伊
藤
守

大
槻
恒
弘
、
関
根
一
成
、
小
口
潔

子
、
勝
俣
伸
、
蘆
野
進
、
丹
治
朋

子
、
瀧
本
勝
一
、
佐
原
美
子
、
菅

原
勇
一
郎
、
原
国
昭
、
深
井
英
治
、

福
田
朋
英
、
小
堀
真
吾
、
高
橋
正

美
、
塩
島
賢
次
、
坂
根
正
敏
、
朱

憲
論
、
玉
井
和
博
、
大
屋
武
士
、

宮
島
章
、
柳
澤
省
三
、
山
田
順
愛
、

伊
藤
守

〜

➡

四
七
五
、〇
〇
〇
円

平成19年4月

平成19年9月
計89名

運
営
基
金

寄
付
者
リ
ス
ト

〜

➡

一
二
五
、〇
〇
〇
円

平成19年4月

平成19年9月
計23名

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

外
国
人
留
学
生
奨
学
金

寄
付
者
リ
ス
ト

次
回
予
告乞

う
ご
期
待
！

観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
の
一
九
九
七
年
第
68
号
に
観
光
学
部
設
置
の
経
緯
が
「
情
熱
」
と
「
志
」
を

持
っ
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
そ
の
建
学
精
神
を
再
度
味
わ
っ
て
、
母
校
の
鼓
動
に
耳
を
澄
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｔ
化
の
新
局
面
へ
大
き
な
進
路
変
更
の
舵
を
切
り
つ
つ
あ
る
「
観
光
ク
ラ
ブ
」
へ
立
教
の
建
学
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
余
す
こ
と
な
く
注
い
で
参
り
ま
し
ょ
う
!!
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